
2009年2月2日噴火と地震・空振波形

1：55 鳴動

2：01 火映が見え始める 2：08 火柱の勢い最大

2：11 火柱の勢いがかなり弱まる

2：05 火口西カメラ破損

火口東

 

上下動（m/s）

火口西

 

上下動（m/s）

浅間観測所

 

空振（Pa)

1：51 噴火開始(JMA)

噴火の様子は
利根砂防設置カメラから

地震計が振り切れた
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2004年噴火と2009年噴火の比較

同じ観測点（前掛）で，2004年の爆発的噴火時の波形と比較すると，継続時間は長いが振幅は1/10程度と，はるかに小さい．

2004年9月23日
振幅

 

~5×10ー3m/s

2004年9月29日
振幅

 

~2×10ー3 m/s

2004年10月10日
振幅

 

~2×10ー3 m/s

2004年11月14日
振幅

 

~4×10ー3 m/s

2009年2月2日
振幅

 

~2×10ー4 m/s

波形の一部

 

190秒間のみ
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火口内のどこから噴火したのか？

2008 9/9 昼

2008 9/9 夜

2009 2/2 2：03

2009 2/2 2：04

同じ視点（火口西カメラ）で見た火口内の映像の比較から，今回は火口の西ー北西壁付近から噴火したように見える．

N

S

地震研究所

 

火山センター

ERI/VRCERI/VRC

ERI/VRCERI/VRC

ERI/VRCERI/VRC

ERI/VRCERI/VRC



火口西カメラ

火口東

火口最深部

今回の噴火?
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